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＜ 特別寄稿 ＞
正山征洋先生のご厚意で所蔵され
ている「ボタニカルアート」の一部を
紹介していただく事になりました。
大変貴重で興味深く、芸術性も高
い作品に加え先生自ら解説されて
います。

イカリソウの仲間で、学名が
Epimedium alpinumとなっています。
本種はイタリアやオーストリアの
山地に自生していますが、今では
園芸品種として取引されているよ
うです。花色からキバナイカリソ
ウに近い種では、と思われがちで
すが花に距がないので区別がつき
ます。

日本ではイカリソウの仲間の地
上部は淫羊藿（いんようかく）と
呼ばれ精力増強や滋養強壮剤とし
て用いられていますが、ヨーロッ
パでも同様な使われ方をしてきた
ようです。

Epimedium属植物についての薬効
をみますと以下のような作用が報
告されています。エキスはテスト
ステロンやエストロゲンの生合成
を刺激し性機能を向上すると共に
バイアグラ様作用が報告されてい
ます。

脳血管を拡張することにより脳
血流を改善し、神経変性疾患であ
るアルツハイマー病やパーキンソ
ン病の予防効果が認められていま
す。また、破骨細胞を抑え、骨芽
細胞を刺激することにより骨粗
しょう症の予防効果も明らかと
なっています。

本画の作者、年代とも不詳です。
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